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精米中 0.4 mg/kg
カドミウム上限許容値

⾷品由来のカドミウム摂取割合 東京大学大学院
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⼟壌浄化 Cd吸収の抑制

コメのカドミウム低減技術

ファイトレメディエーション
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M1植物 M2種子

Cd 汚染土壌で栽培各個体から玄米の収穫

⽞⽶のCd分析

（約3,000個体を栽培）

イオンビーム照射

低カドミウムコシヒカリの作出 東京大学大学院

農学生命科学研究科
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Ishikawa et al. (2012) 
Proc. Natl. Acad. Sci. USA

低カドミウムコシヒカリ変異体の選抜 東京大学大学院
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農地 A: 1.35 mg kg-1
農地 B: 1.21 mg kg-1
農地 C: 0.35 mg kg-1

土壌のCd濃度(0.1 M HCl)  （早期落水栽培）
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Ishikawa et al., PNAS 2012 

⾼カドミウム農地で栽培したときのCd濃度 東京大学大学院
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(1塩基挿入) (433塩基挿入)

lcd-kmt3：OsNRAMP5遺伝子を含む約227kbの欠失

東京大学大学院

農学生命科学研究科lcd-kmtはいずれもOsNRAMP5の変異



低CdコシヒカリのCd吸収抑制機構

カドミウムを根に取り込む機能型のOsNRAMP5トランスポーター

イオンビーム照射によってカドミウム吸収機能が失われたosnramp5-1トランスポーター

カドミウム（Cd)

コシヒカリ 低カドミウムコシヒカリ
（lcd-kmt1）
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根

東京大学大学院
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平成27年５⽉ 品種登録
平成27年11⽉現在100以上の⽔稲品種及び
品種系統と交配し、カドミウム低吸収性
イネの品種を開発中。
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理論上99.6%があきたこまちの遺伝子を持つ
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＊（）内数字は戻し交配回数

87.5%

93.8%

96.9%
＊★が目的遺伝子を示す

「あきたこまちＲ」の系譜 東京大学大学院
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あきたこまち あきたこまちR

2019年9月3日撮影

「あきたこまちR」の形態⽐較（農試圃場） 東京大学大学院

農学生命科学研究科
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「あきたこまちR」のカドミウム低吸収性 東京大学大学院
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湛⽔（還元的） 落⽔（酸化的）

低カドミウムイネはヒ素低減にも有効 東京大学大学院

農学生命科学研究科

低カドミウムイネでは落⽔処理によってもカドミウム吸収量
が増加しないため、「ヒ素・カドミウムの同時低減」が可能


